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ヘリコプターで上空撮影
大洲城石垣修復のための図面作成作業を実施(7月2ア日)
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9 月 15日~21 日〉(老人保健福祉週間

のよろこび
9
月
日
日
は
敬
老
の
日

ご
長
寿
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
7
月
末
現
在
、
大
洲
市
に
居
住
さ
れ
て
い
る

ω

歳
以
上
の
人
は
、
昨
年
よ
り
お
人
増
え
て

3
5
3
人

(
男
性
約
人
、
女
性
2
6
4
人
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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夫
婦
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え
る
大

E
琴

今
年
八
十
七
歳
の
下
岡
俊
さ
ん

(
上
須
戒
)
は
、
夫
人
の
八
重
子
さ

ん
(
八
十
五
歳
)
と
と
も
に
「
琴
伝

流
」
(
全
国
に
五
つ
あ
る
流
派
の
一

つ
)
の
上
級
師
範
と
し
て
、
大
洲
、

八
幡
浜
、
長
浜
に
十
二
の
教
室
を
聞

き
、
今
ま
で
に
約
千
二
百
人
の
生
徒

に
大
正
琴
を
教
え
て

こ
ら
れ
ま
し

た
。今

年
6
月
に
は
、
永
年
の
功
績
が

認
め
ら
れ
て
、
船
大
正
琴
協
会
理
事

長
(
海
部
俊
樹
元
首
相
)
表
彰
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
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大
好
き
人
間

子
ど
も
の
頃
か
ら
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ピ
ア
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ギ
タ
ー
な
ど
十
数
種

類
の
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に
親
し
み
、
約
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前
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正
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的

に
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び
始
め
た
そ
う
で
す
。
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中
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京
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中
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に
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と
き
も
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ろ
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ろ
な
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を
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し

ま
し
た
。
た
だ
し
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き
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に
水

を
入
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て
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:
・
の
音
階
を
作
つ
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れ
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れ
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。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
!

器
の
香
も

楽
こ
李
い

な
、

、会

々
躍
夫
出

様
活
一

の

も
で
川
と

。
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;18月17日・ 18日 i 

平成13年度緑の募金は、市民の皆品の暖かいと理解d 力で 討 敬老年金を贈ります l
1，697，810円の成果をあげることができました。 :: W 大j市では 老人福祉の増進のたぬ U

この募金は、財団法人愛媛の森林基金に納入され、緑化推進活動 言 日 「敬老年金」を支給します。 日

のために利用させていただくことになります。 日 目

また、募金に伴う還元金をもとに、公園・街路及び社会福祉施設 日 T_  生 人 所 大 {日
等の環境美化及び整備など地区のコミュニテイ活動の一環として植 ー H 王杏且整 ま(?型!歪翠 H

H 前 月 時 老 れ大あ市成象 H
栽・手入れを行っていただくことを条件として、希望する地区に予 H 九十 年 た正予 lこ±賓 H

け 時七 金 人十人引三}け
算の範囲内で苗木の配布を行っています。 これにより配布する百木 '" H ¥日 函 )年でき年 H 

三 円午・支 九、続九 円
は、樹木及び花木で 1カ所50本以内となっていますので、苗木の配 -H 後十 藷 月満宮 H H 
布を希望する地区は、所属する公民館へご相談くださいo -E E合 } よ手7E I 

ご協力ありがとうございました。 片 手 日持尽旦 H 
同十 ま以以現 U

[問い合わせ先] ~ 分 で上上在 H 
同 にの主、同

農林課農林構造改善第 2係官24-2111 内線228 -u '- H 

圏 内 ~ T T 円
三 円総詳持 場 H
円合し参 所円
円福〈晶 円
円祉は 連 肱肱門
口 セ、印各絡総北市南 口

武

雄
ミ
サ
ヲ

千
代
子

タ
ミ
子

ミ
サ
ヲ

こ
す
ゑ

(
田
処
)

(
恋
木
)

(蔵

川
)

(
中
村
)

(
八
多
喜
)

(
八
主
ロ
)

ご
L

辛
J
J

企緑の募金の還元金により行なわれたソメイヨシノの植樹 (久米地区)

「緑の募金」実績のご報告

11布川

5 
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大
洲
市
財
政
状
況
の
公

表
等
に
関
す
る
条
例
第

条
反
び
地
方
公
営
企
業
法

第
四
十
条
の
ニ
の
規
定
に

ト・
4

凶
ソ
、

平
成
十
二
年
度
の

財
政
状
況
を
公
表
し
ま

す
。

-‘ 
どれだけ収入-支出があったか一般会計予算執行状況

190億2，842万円

174億5，074万円

予算額

執行額出歳入歳
190億2，842万円

183億1，636万円

予算額

執行額

391意2，052万円
34億 3，603万円..  臨調圃歯磨扇幽64億 5，731万円

65億3，147万円

26億 3，496万円
241意5，502万円..  臨開園画圃隈明幽35億 6，203万円

361憲4，923万円

241意3，673万円
23億 9，101万円極圏臨開園面置問調圃27億 6，440万円

231憲8，530万円

251憲16方円
21億 8，249万円幽 閥園監置湯温薗

議 長億万円

21億 1，047万円
20億九 284万円置置闘困-g・Eヨl'!:I酎掴E説.E-=・2路 E 圃圃園

量置層調薗臨置麟掴画調

総額
宣8:1億円

19億 2，757万円
18億 8，170万円

7t章2，495万円
71憲2，495万円

総額
6E'fZZ2742億円

20億 3，691万円
17億 250万円量函襲福重画面語調踊3億 8，000万円

3億 9，138万円

501:意30 

..  恩贋轟
臨時it;J.¥HIヨ渥Eヨー--=防E圃圃圃圃

3億 6，384万円

31憲民 381方円

60 70億 40 20 10 40 

-....事ii宣伝畠

50 

費:主に福祉の充実のために使うお金
費:市の借入金・元金・利子等の返済に

使うお金
費:衛生的な生活環境のために使うお金
費:道路や河川などの整備のために使う

お金

生
債

生
木

民
公

衛

土

「一一一一一

歳

出

地方交付税:固から大洲市に配られるお金 (使い
道は市で決めることが、できる)

市 税:個人・法人市税や固定資産税など
国庫・県支出金:道路や建物の整備などに必要な

お金の一部として国・県から受け入
れるお金

「ーーーー

歳

入

」一ー一一一」一ーーー

歳入には、自主財源と依存財源があります。市税、分担金及び負担金などは自主財源 (市が自らの手で集めて使うことができるお金)です。一方、市税等の不
足を補う地方交付税などは依存財源 (国や県から与えられるお金)です。

6 

市税と市民負担の状況

I頁 市 民 手見 固定資産税 たばこ税 軽自動車税 ..0. 
Eコ

目 。題名 品 夢 軍語辞 計

金 富買 15億9，721万円 17億3，658万円 2億4，613万円 6，931万円 36億4，923万円
l世帯当たりの負担額 110，618円 120，270円 17，046円 4，800円 252，734円
l人当たりの負担額 40，913円 44，483円 6，305円 1，775円 93，476円
害リ .-6与 43.8% 47.6% 6.7% 1.9% 100.0% 口



? 

年間歳出総額174億円

億円、 〈歳出〉は174億円となりました。納められた市税は市民 1人
で、快適なまちづくりのために、 1年間に便われた金額は、市民 1人当たり44

帯当たりでは120万円でした。(平成12年度末人口 世帯数で換算)

〈公債費の状況〉鶏借入金の
区分 借入先 件数 現在両 一世帯当たりの金額 市民一人当たりの金額

総務省 126 63億6，257万円 440，651円 162，980円

般ぷヱ〉ミ、
財務省 47 22億4，568万円 155，529円 57，524円
その他 130 101億7，126万円 704，430円 260，541円

言十 小 計 303 187億7 ， 95~万円 1，300，610円 481，045円
特 財務省 38 32億9，664万円 228，315円 84，445円

i計BZ〉3UZ 、
総務省 39 15億1，507万円 104，929円 38，809円
その他 27 12億5，741万円 87，084円 32，209円
小計 104 60億6，912万円 420，328円 155，463円

i口〉、 言十 407 248億4，863万円 1，720，938円 636，508円

(市有財産の状況〉E22す謡、とも
種目リ 面 積 等 金 額

宅 地 601，404m' 53億9，137万円

山 林 2，858，日1m' 9，782万円

田 t田 114，093m' 1億9，059万円

雑種 地 131，352m' 10億2，569万円

建 物 214，766m' 262億3，960万円

立 木 65，318 rrr 3億5，605万円

財 政 調 整 基 金 8億9，803万円

国民健康保険財政調整基金 4億1，277万円

土 地 開 発 基 /五¥ 6億2，757万円

その 他特定目的基 金 16億 681万円

出 資 金 5億 921万円
ぷロb、 言十 40億5，439万円

特別会計

の状況

国民健康保険

曾
国保診療所

事
予算 現額 33億8.762万円 2.583万円
収入 済額 35億5.067万円 2.435万円
支出済 額 32億2.840万円 2.435万円
差 ヨ| ノ 3億2.227万円 0円ノ

土地取得造成

db 
住等宅貸新付築事資金業

轟轟

簡易水道

(;n 
1，852万円 1億1.730万円 1億9.962万円
1，847万円 4.432万円 1億9.610万円
1.847万円 1億1.718万円 1億9.350万円

0円 ム 7.286万円ノ 260万円ノ

一般会計予算性質別執行状況
どのようなものにお金 平成12年4月 l日から
が使われたか 平成13年 3月31日まで

事業会計の状況 水道や病院の
経営状態

総収益 総費用 当期純利益

工業用水道 720万円 616万円 104万円

水 道 6億9，682万円 6億3，745万円 5，937万円

病 院 35億 236万円 33億 369万円 1億日間 円 |

老人保健 公共下水道事業 交通傷害保障

島 益率
在乞臨I，，h正パ陪、v P物

46億7.919万円 6億4.236万円 985万円
44億5.897万円 61:意8.160万円 969万円
44億6.674万円| 6億7.820万円 896万円

ム 777万円J 340万円ノ 73万円ノ

農業集落排水 駐車場事業 介護保険

国
5.088万円
4.733万円
4.733万円

0円ノ
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第41回

下
水
道
の

日

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
の
お
願
い

公
共
下
水
道
は
、
清
ら
か
な
肱
川

の
流
れ
を
守
り
、
快
適
で
潤
い
の
あ

る
生
活
環
境
を
築
く
た
め
の
施
設
で

す
。肱

南
処
理
区
で
は
、
平
成
七
年
の

供
用
開
始
か
ら
六
年
が
経
過
し
、
ま

た
、
肱
北
処
理
区
で
は
平
成
二
十
年

の
一
部
供
用
開
始
を
目
指
し
、
整
備

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

肱
南
処
理
区
域
内
で
ま
だ
接
続
を

し
て
い
な
い
方
は
、
一
日
も
早
く
汚

水
を
公
共
下
水
道
へ
流
す
た
め
の
排

水
設
備
を
つ
く
り
、
清
潔
で
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

工
事
の
際
は
、
市
が
指
定
し
た
工

事
庖
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

台
併
処
理
浮
化
膳
設
置
補
聞
の

事
前
受
付
を
閲
胎
し
ま
す
!

平
成
十
四
年
度
に
住
宅
の
新
築

・

改
修
な
ど
を
計
画
し
、
合
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
希
望
者
は
次
の
と
お
り
事

前
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
と
な
る
浄
化
槽
規
模
}

五
人
槽
:
・
延
床
面
積
が
百
三
十
2m

以
下
の
も
の

七
人
槽
・
・
・
延
床
面
積
が
百
三
十
2m

を
こ
え
る
も
の

十
人
槽
:
・
二
世
帯
住
宅
(
浴
室
及
び

台
所
が
二
つ
あ
り
、
独
立
し
て
生
活
)

{
補
助
限
度
額
}

五
人
槽
・・
・三
十
五
万
四
千
円

七
人
槽
・
:
四
十

一
万

一
千
円

十
人
槽
・
:
五
十

一
万
九
千
円

{
事
前
申
し
込
み
期
限
}

平
成
十
三
年
九
月
三
日
開
か
ら

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日
幽
ま
で

毎
日
の
執
務
時
間
中

{
申
込
方
法
}

新
築
・
改
修
な
ど
の
具
体
的
な
計

画
内
容
(
場
所
・
時
期
・
延
床
面
積

な
ど
)
が
わ
か
る
資
料
及
び
印
鑑
を

下
水
道
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

{
補
助
制
度
を
受
け
5
れ
な
い
地
域
}

.
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る

肱
南
処
理
区

・
公
共
下
水
道
が
計
画
さ
れ
て
い
る

肱
北
処
理
区
の
一
部

・
農
業
集
落
排
水
が
整
備
さ
れ
て
い

る
八
多
喜
地
区
の

一
部

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
}

下
水
道
課
大
洲
市
役
所
2
階

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
5
4
)

簡易保険の融資で

市の事業を行いました
大洲市では、 「きらめき大洲21-肱川に映える地域

中核都市をめざして一」を基本理念に、まちづくりを
推進しています。 さるや

平成12年度には、猿谷集会所など公共施設を整備し
ました。表に掲げた事業は、郵便局の簡易保険積立金
の還元融資を受けています。

平成12年度簡易保険融資の内容

事 業 名 総事業費 融資額

市道向上畝線道路改良事業 1，700万円 1，700万円
辺

市道沼田線道路改良事業 3，300万円 3，300万円
地

対 小字根農道改良事業 2，060万円 2，050万円

策 猿谷集会所整備事業 1，178万円 540万円
事

消防施設整備事業 123万円 70万円
業

舟原簡易水道事業 11，406万円 2，800万円

8 

A融資を受けて新築された猿谷集会所 (上須戒)
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総入り官製はがき

)
わ
(
内
向
。
。
。

υndhAいηハ
ρnndhuコ
〈
〈
川
ハ
め
ハ
つ
の

国
歴

文
化
道

バ
ハ
、
〈
一
「
九
ハ
ハ
バ
パ
の
わ
れ
(
〈
ハ
iA門〈ハい〈りつ子へ白川しいハハハハリ〈ハハへ

公営住宅係

2 

。。ハ門リベハ川ハハ〈リ〈けの-〈いれ
40ハハヘ

四国の歴史的文化遺産の紹介と再発見を
目的として、絵入り官製はがき「四国歴史
文化道(全10種類)Jが四国内の郵便局で8
月から発売されています。

臥龍山荘のはがきは、南予歴史文化道シ
リーズとして八日市護国の町並み(内子)
や開明学校(宇和)などとセットで販売さ
れています。
価格 350円 (5枚入り 1セット)

発売数 l万セット (50万枚)

[問い合わせ先]
四国郵政局郵務部営業課
fi089 -936 -5207 

れ
ハ
〈
ウ
パ
ハ
ハ
F
P
ハ
(
パ
、h

パ
)

h

〈汽

p
n
o
nぺへ

藤
樹
先
生
略
伝
③

勉
学

元
和
九

(
一
六
二
三
)
年
、
与
右

衛
門
が
十
六
歳
の
と
き
藩
主
貞
泰
侯

は
江
戸
で
急
逝
し
ま
し
た
。
そ
の
跡

は
子
の
泰
興
侯
が
十
二
歳
で
継
ぎ
ま

し
た
。
幼
い
藩
主
を
た
す
け
て
藩
政

を
執
っ
た
の
は
、
家
老
の
大
橋
作
右

衛
円
で
し
た
。

大
橋
家
老
は
与
右
衛
門
の
将
来
に

期
待
し
、
よ
き
理
解
者
と
し
て
眼
を

か
け
ま
し
た
。

寛
永
元

(
一
六
二
四
)
年
、
与
右

衛
門
十
七
歳
の
夏
、
あ
る
藩
医
の
と

こ
ろ
へ
京
都
か
ら
禅
僧
が
き
て

「論

語
」
の
講
義
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
与
右
衛
門
は
喜
ん
で
参
加
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
他
の
武
士
は
見

向
き
も
せ
ず
、
講
義
を
受
け
た
の
は

僧
侶
や
医
者
だ
け
で
し
た
。
こ
の
禅

僧
も
上
編
が
終
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
、

京
都
へ
帰
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

与
右
衛
門
は
こ
の
講
義
で
ま
す
ま

す
向
学
心
が
高
ま
り
、
大
金
を
出
し

て
「
四
書
大
全
」
(三
六
巻
)
を
購
入

し
ま
し
た
。

「四
書」

と
い
う
の
は
、

当
時
の

学
問
で
も
っ
と
も
大
事
だ
と
さ
れ
て

い
た

「
大
学

・
中
庸

・
論
語
・
孟

子」

の
四
つ
の
本
の
こ
と
で
、

「大

全」

と
い
う
の
は
そ
の
参
考
書
で

市営住宅の入居申込受付を次のとおり行います。

【入居申込資格]

l 市内に住所又は勤務場所を有する者であること

2 現に同居し、又は同居しようとする親族がある

こと

3 市税を滞納していない者であること

4 収入基準に該当する者であること

5 現に住宅に困窮していることが明らかな者であ

ること

6 その他市長が必要と認める事項に該当する者で

あること

【申込受付期間]

1 抽せん会参加希望者

平成13年10月1日から平成13年10月10日まで

抽せん会参加希望者以外

平成13年10月11日から平成14年 8月31日まで

[抽せん会]

平成13年10月17日

[その他]

詳細については、公告及び地区

回覧でお知らせします。

[申し込み・問い合わせ先]

大洲市役所(3階) 監理課

ft24-2111 内線382

(6) 

す。
大
洲
藩
の
武
士
の
多
く
は
、
本
を

読
む
こ
と
は
弱
い
者
の
す
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
与
右

衛
門
は
差
恥
心
が
強
く
、
神
経
質
な

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
本
を

読
む
の
は
夜
だ
け
と
決
め
、
昼
は
懸

命
に
武
士
と
し
て
の
勤
め
に
励
み
ま

し
た
。

そ
し
て
、
夜
に
な
る
と
「
四
書
大

全
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
ず
立

志
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
大
学
」

か
ら
始
め
、
「
論
語
」
「
孟
子
」
へ
と

順
に
す
す
め
ま
し
た
。
毎
晩
二
O
枚

読
ま
な
い
と
決
し
て
寝
な
い
と
決
め

て
頑
張
り
ま
し
た
。

「大
学
」
は
納

得
の
い
く
ま
で
一

O
O
回
も
読
ん
だ

そ
う
で
す
。

会~知貌大
t静止え !f:
本静 荷主え

iI而危 止;t

荷危有於在

危~定至成

金安定吾朗

符安 而 i 
市会 a 

A r大学jの官頭

父
の
死

寛
永
二

(
一
六
二
五
)
年
正
月
四

日
、
父
吉
次
が
近
江
の
小
川
村
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
享
年
五
十
二
歳
で

し
た
。
与
右
衛
門
は
予
期
せ
ぬ
父
の

死
に
遭
遇
し
、
残
さ
れ
た
母
の
こ
と

を
大
変
心
配
し
ま
し
た
。
与
右
衛
門

が
十
八
歳
の
春
で
し
た
。

(大
洲
藤
樹
会
)

9 



t 

大洲市・おおず赤煉瓦館主催 築100周年記念特別企画

レンガのある風景絵晶コンクール

おおず赤煉瓦館築100周年記念ポスター
(山田きよ作)

募集期間平成13年9月 1日 (土)から

平成13年10月31日 (水)まで (同日必着)

応募要項 テーマ :レンガのある風景なら何でも司

規 格 :はがきの大きさのものなら何でも可。

また、グループで応募される場合は、

はがき大16枚(例えば、o.6m xO. 4m、

O. 3m xO. 8m)まで可

応募方法 :作品のウラに題、描いた場所、住所、

氏名、年齢、電話番号、学生は学校名 -

学年をハッキリと書いてお送りくださ

い。

審 査小学校低学年の部 (未就学児童を含む)、小学校高

学年の部、中学生の部、高校-大学 ・一般の部ご

とに、主催者による審査を行います。最優秀賞、

優秀賞、入選、特別賞に対し賞状と最高 1万円か

ら1千円分の図書券 ・商品券を贈呈します。

発 表平成13年11月、報道機関等を通じて発表のうえ、

本人には直接通知する予定です。

展 示応募作品は審査の後、 すべておおず赤煉瓦館で展

示します。

応 募先おおず赤煉瓦館

「レンガのある風景絵画コンクール」係
〒795-0012 大洲市大洲60 おおず赤煉瓦館

包 24-1281(ファ ックス兼用)

わたしの家が…
情報提供にご協力を! ~近代化遺産等総合調査事業~

愛媛県では広域文化交流事業の一環と して 「近代化遺産等総合調査事業」を実施しています。

この調査は県内にある江戸末期から昭和20年までに造られた構造物 (居宅など)で歴史的 ・文化的 ・技術的

に価値のある近代化遺産について総合的に調査を行い、歴史文化資源としで活用しようというものです。

h ところで、これらの近代化遺産は、その価値が十分理解されないままに見過ごされている場合が多くあり

h (例えば、自宅住居として使用しているなど)、市役所では皆さんからのより多くの情報提供をお待ちしていま

h 
h 

す。

また、 7月からこの調査を県から受託している

(聞えひめ地域政策研究センタ ーにより現地調査が

行われますので、お近くにお邪魔した際は、

ご協力をお願いします。

[問い合わせ先]

大洲市教育委員会社会教育体育課

告 24-2111 内線552

町，.，.~.，..， """"'\Ar''''''''''' '''''''''''''''''''''' ，~\Ar.'- .'-_.'- ~寸.，'.-、a・" ，
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イベン トを盛り 上げる 「おまつり
ボランティアスタッフjを募集しま
す。
肱南地区のおはなはん通りやおお

ず赤煉瓦館などを会場に、大道芸や
人力車夫、ポスター ・チラシの製作
などあなたのアイデイアとご協力を
お待ちしています。

[問い合わせ先]
商工観光課内おおず浪漫祭事務局
fi24-2111 内線354

No.275 

人
権
と
同
和
教
育

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

大洲まつりの「おまつり村J(肱北 ・緑地公園)に
出庖参加 してみませんか !希望する人 (グループ)
は次のところまでご連絡ください。折り返し説明書
をお送りします。

[募集方法]
氏名・住所・勤務先 ・連絡先 ・何を販売するかを

詳 しく記入の上ご連絡ください。
[締め切り] 9月25日 (火)午後4時まで
[申し込み・問い合わせ先]
船大洲青年会議所
宮 24-7107 ファックス24-5225 

族
に
迷
惑
が
か
か
る
と
思

っ
て
い

た
。
そ
の
後
も
何
度
か
来
た
が
、
住

民
と
の
交
流
は
な
か

っ
た
と
い
う
。

昨
年
三
月
、
約
四
O
O
人
の
町
民

ら
を
前
に
講
演
し
た
。

聴
衆
の
一
人
だ

っ
た
住
民
が
昨
年

末
の
寄
り
合
い
で
「
本
当
の
里
帰
り

を
実
現
さ
せ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
、

住
民
が
企
画
し
て
、
喜
び
も
ひ
と
し

お
の
帰
郷
と
な
っ
た
と
い
う
。

加
賀
田
さ
ん
は
、
国
の
判
断
を

「
長
年
の
偏
見
、
差
別
を
断
絶
す
る

だ
い
え
い
だ
ん

ふ
る

さ
と

大
英
断
」
と
評
価
す
る
が
、
故
郷
移

住
は
考
え
て
い
な
い
。

「
家
も
子
も

あ
り
ま
せ
ん
。
愛
生
園
で
六
十
年
も

の
問
助
け
合
っ
た
人
間
関
係
は
親
兄

弟
以
上
の
も
の
で
す
」
と
話
さ
れ
た

と
い
う
。

元
患
者
の
人
た
ち
の
人
間
回
復
の

た
め
に
私
た
ち
の
な
す
べ
き
こ
と

は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
と
そ
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で

す
。そ

し
て
、
家
族
・
親
せ
き
や
社
会

一
般
の
人
々
と
患
者
・
元
患
者
の

方
々
と
が
心
の
交
流
を
積
み
重
ね
て

こ
そ
本
当
の
解
決
に
つ
な
が
る
と
思

う
の
で
す
。

続
、
ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟
判
決
に
思
う

ー
人
間
回
復
を
!

日
本
に
お
い
て
は
、
ハ
ン
セ
ン
病

の
隔
離
が
あ
ま
り
に
も
完
壁
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
た
め
、
ハ
ン
セ
ン
病

と
い
う
病
気
は
社
会
か
ら
完
全
に
切

り
離
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

病
気
に
対
す
る
正
し
い
知
識
も
考
え

方
も
社
会
に
は
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

し
か
し
、
私
た
ち
も
無
言
の
う
ち

に
隔
離
に
加
担
し
て
い
た
こ
と
に
は

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ハ
ン
セ
ン
病
と
は
ど
ん
な
病
気

な
の
か
」
「
な
ぜ
隔
離
さ
れ
た
の
か
」

「
療
養
所
で
の
生
活
が
ど
ん
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
」
等
が
少
し
ず
つ
わ

か
っ
て
き
た
今
、
元
患
者
の
人
た
ち

の
人
間
回
復
の
た
め
に
私
た
ち
に
何

が
で
き
る
か
を
次
の
例
で
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

加
賀
田
一

せ
さ
ん

(八
十
三
歳
)
は

鳥
取
県
用
瀬
町
出
身
で
、
十
六
歳
ま

で
故
郷
で
過
ご
し
、
大
阪
の
商
社
で

働
い
て
い
た
十
九
歳
の
時
発
病
。
以

来
岡
山
県
の
国
立
療
養
所
「
長
島
愛

生
園
」
で
妻
と
暮
ら
し
て
き
た
。

二
十
七
年
ぶ
り
に
古
里
を
訪
れ
た

時
、
襟
を
立
て
顔
を
隠
し
な
が
ら
父

の
墓
参
り
を
し
た
。
知
ら
れ
れ
ば
家

11月3日開催

宮 24-2111内線126

平成13年中に新築又は増改築及 ーー固・

ぴ取り壊しをされた家屋につい 望盟闘，

て、次のとおり実地調査を行いま '‘..

すのでご協力掛します 屋

の
[対象となる家屋] 富田
平成13年 1月2日以降に新増築 F竺よー

された家屋及び取り壊しをされた ..  ‘ 
家屋 』亘彊.

取り壊しをされた家屋は、調査漏れに よ

り引き続き課税 される可能性もあります。

次に該当さ れる場合はお早めにご連絡くだ

登録されている家屋で「滅失登記J
をされていない場合

登記されていない家屋の場合

[調査期間}

平成13年9月中旬から

平成14年 1月下旬まで

税務課固定資産税係

9月号広報おおず 2001

必:

さい。

2 
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9月号広報ああず 2001

平成13年 8月1日まで

に皆様か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、195，607，446円で

す。

かわら版

え 5州 城2巳復

大洲市は、 市の新しいシンボルとして、市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第 1係 内線352

お
披
露
目
式
の
開
催
が
決
定
H

(
九
月
三
十
日
か
S
一
週
間
)

1
大
洲
城
天
守
閣
募
木
専
門
委
員
会
1

n24-2111 

大
洲
城
天
守
閣
募
木
専
門
委
員
会
が
七
月
十
六
日
、
大
洲
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
木
材
の
お
披
露
目
式
の
開
催

期
間
や
内
容
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
終
了
後、

木
材
の
調
達
状
況
を
確
認
す
る
た
め、

北
只
の
木
材
保
管
倉
庫

を
視
察
し
ま
し
た
。

御
用
木
お
披
露
目
式

お
披
露
目
式
は
、
九
月
三
十
日

(
日
)
に
北
只
の
木
材
保
管
倉
庫
で

開
催
し
、
そ
の

日
か
ら

一
週
間
程

度、

一
般
公
開
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
期
間
中
は
、
地
元
木
材
の
そ
れ

ぞ
れ
の
調
達
場
所
や
使
用
予
定
箇
所

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

ほ
か
に
、
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
木
曽
の
国
有
林
の
桧
材
や
秋

田
の
栗
材
を
丸
太
で
展
示
す
る
計
画

で
す
。
そ
の
ほ
か
-
平
成
十
二
年

一

み
そ
ま

月
に
開
催
し
た
御
柚
始
め
式
や
木
曽

企木曽桧

企秋田栗

で
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
集
材
の
様
子
な

ど
こ
れ
ま
で
の
木
材
調
達
の
様
子
を

ビ
デ
オ
で
紹
介
し
ま
す
。

め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
機

会
で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

木
材
の
現
況
視
察

専
門
委
員
会
で
は
、
す
で
に
製
材

を
終
え
、
保
管
倉
庫
で
乾
燥
を
行
っ

て
い
る
木
材
の
現
況
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
保
管
さ
れ
て
い
る
木
材
の
な

か
に
は
、
銘
木
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な

立
派
な
材
も
た
く
さ
ん
納
材
さ
れ
て

い
ま
す
。
一

1
二
階
の
通
し
柱
に
使

用
す
る
如
法
寺
の
桧
(
樹
齢
二
百
五

十
年
)
は
、

三
十
二
セ
ン
チ
角
で
長

さ
八
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
な
か
で
も

ひ
と
き
わ
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
地
元
材
の
製
材
作
業
は
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
市
内
三
カ
所
の
製
材

所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
製
材
を
終

え
る
と

一
本
ず
つ
ボ
ン
ド
塗
り
な
ど

を
行
い
、
割
れ
を
防
ぐ
処
置
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
天
守
閣
に
使
用
す
る
部
材

は
、
な
る
べ
く
史
実
に
近
づ
け
る
た

め
に
背
割
り
を
施
し
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
柱
材
に
つ
い
て
は
芯
を
抜
い

て
乾
燥
さ
せ
る
芯
抜
き
作
業
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
木
材
の
中
心
部
分

を
直
径
約
五
セ
ン
チ
の
ド
リ
ル
で
く

り
抜
き
、

中
空
部
分
に
熱
風
を
通
す

こ
と
で
内
部
の
乾
燥
を
促
進
さ
せ
る

も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
表
面
か

ら
の
割
れ
を
防
ぎ
、
水
分
の
ム
ラ
の

な
い
材
に
仕
上
が
り
ま
す
。
こ
の
工

法
は
、
古
来
の
工
法
と
し
て
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
現
代
に
お
い
て
機
械
で

効
率
よ
く
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
製
材
は
八
月
末
ま
で
に

終
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。
そ
の
後
は

保
管
倉
庫
で
来
年
の
五
月
頃
ま
で
乾

燥
さ
せ
、
大
工
さ
ん
の
手
に
引
き
渡

さ
れ
ま
す
。

12 

企募木専門委員会により現況視察。見事な材が並ぶ。企製材の様子企芯抜き作業(視察時)
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7/20 

7/13 スラマッブタン(こんにちは)! 

研修のために愛媛県にやってきたマレーシアの教員など教育関係者約30名が
大洲市役所を表敬訪問しました。国立大洲青年の家で4日間滞在した後、7月
25日まで県内各地で研修を行いました。

7/27 この夏、冬のオース卜ラリアで研修!

----ー. --....._， . .--.~ --白- ，ー牛 、_--:S-"こご」、vこ玄_，よ二

市内の中学3年生8名がブリスぺン (オーストラリア)で2週間の語学研修
を行いました。この日は、大洲市役所前で出発式が行われ、参加者を代表して
蔵本路子さん(新谷中)が「異国の文化に触れ、国際的な視野を広めてきます。」
とあいさつし、研修に出発しました。

• 

親子で楽しむ夏休み!

中江藤樹先生ゆかりの滋賀県安曇川町から農業委員会の皆さん (15名)が大
洲を訪れ、大洲市農業委員会の村越忠雄会長ら12名が出迎えました。2日間に
わたって、農業の現状や取り組みについて意見交換を行い、 観光うかいや慈樹
先生ゆかりの地などを訪ねて交流を深めました。

みんなで街をきれいに

今年も、恒例の郷土美化運動が市内で斉に行われました。また、これに先
立ち建設業協会喜多支部の皆さんによる道路の清掃奉仕作業も行われ、皆さん
の心も街もピカピ力になりました。参加された皆さんお疲れさまでした。
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保健センターB23・0310

いきいき-
Life! 

あなたの健康を

サポートします

8
月
の
語
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

{
乳
幼
児
健
康
診
査
}

0
9月
4
日
例

平

成

凶
年

8
月
生

0
9
月
日
日

ω
平
成
日
年

4
月
生
※

0
9月
四
日

ω
平
成
ロ
年

2
月
生

受
付
時
間

日
時

1
日
時
却
分

持

参

口
問
母
子
手
帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

{
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
9月
日
日
開

平

成

ロ
年
日
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分

l
m時

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

圃司空E野開言問~事国

9月2日(日)末光眼科(若宮)

合 24-1500

9月9日(日)平田 医 院(若宮)

ft24-1200 

9月15日出いんなみ眼科・神経内科(田口)

ft24-0700 

清水 医 院(長浜)

ft52-2883 

持相 0::;;
阜談 9 :: 
e 時 月原

相
品問 17説

日間
健1O(月)山
康時幸
手 1 震

帳 12 1R
時邑

13 
時

15 
時

予
約
制

生
活
習
慣
病
予
防
検
診
・

が
ん
検
診
の
お
知
5
せ

病
気
の
予
防
は
、
毎
日
の
生
活
で
健
康

を
守
る
「
一
次
予
防
」
と
、
定
期
的
な

検
診
で
体
の
異
常
を
早
期
発
見
す
る

「
二
次
予
防
」
の
二
本
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
。
年

一
回
は
必
ず
検
診
を
受
け
ま

7
レ
ト
ふ
、
つ
ノ
。

検
診
申
し
込
み
を
し
た
人
は
、
問
診

票
が
届
い
た
ら
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

食
生
活
習
慣
病

・
結
核
検
診
、
肺

-

胃

・
大
腸
が
ん
検
診
(
婦
人
が
ん
検
診

な
し
)

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

9
月
日
日
同

大
川
連
絡
所

9
月
比
日
幽

新
谷
連
絡
所

9
月
四
日
同
・

却
日
同
・

幻
日
幽

食
生
活
習
慣
病

・
結
核
検
診
、
肺

-

胃
・
大
腸
が
ん
検
診
・
婦
人
が
ん
検
診

保
健
セ
ン
タ
ー

9
月
幻
日
附

叩
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

9月16日(日)西原耳鼻咽喉科 (東大洲)

まま23-3366

9月23日(日)かわ 1;1"た産婦人科(東大洲)

包 23-1103

9月24日(月)中村皮フ科ヲリニック(新谷)

ft25-1112 

9月30日(日)みやうち医院(徳森)

会 25-2333

-.~:'E軍司Eヨ百置事・・

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
第

1
・
3
火

曜

日

日

時

l
U
時

【
難
病
医
療
相
談
}

O
第
3
火
曜
日

日
時

1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金

曜

日

目

時

1
日
時

【
H
T
L
V
|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月

1
金
曜
日

9
時

1
M
時
却
分

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木
曜
日

目
時

1
口
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木
曜
日

日

時

i
m時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第
3
水
曜
日

受
付
時
間
ロ
時
加
分

1
日
時
却
分

対
象

就
学
前
児
童

(
1
1
6歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
5
せ

9
月
6
日
同

市
立
大
洲
病
院
叩
時

1
辺
時

大
洲
郵
便
局
日
時
加
分

i
u時
却
分

伊
予
銀
行
大
洲
支
庖日

時

l
m時
却
分

9
月
7
日
樹

オ
ズ
メ
ツ
セ
幻

山
時

l
m時

曜日によって救急当番医院は

変わります。昼間・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

市立大洲病院(西大洲)

公 24-2151

大洲記念病院(徳

ft25-2022 

宮)

森)

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

加戸病院(若

ft24-5101 

月 ・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

ケ
ン

読
書
狂
い
も
ほ
ど
ほ
ど
に
安
原
顕
著

お
金
に
好
か
れ
る
人
嫌
わ
れ
る
人

マ
リ
ア
・
ニ

l
ム
ス
著

イ

ヲ

ン

ヨ

ウ

イ

チ

ジ

キ

ク

イ

チ

ド

イ

チ

ロ

ウ

ン

ゲ

タ

一
笑
一
若
一
怒
一
老
斎
藤
茂
太
著

安
倍
晴
明
&
陰
陽
師
が
よ
く
わ
か
る

本

川
合
章
子
著

い
ら
な
い
!
「
神
の
国
」
歴
史

・
公
民

教

科

書

上

杉

略

ほ

か

著

主

婦

、

つ

つ

大

野

裕

著

小
泉
純

一
郎

革

命

緒

方

邦

彦
著

子
ど
も
の
虐
待
防
止
最
前
線

ノ

プ

タ

信
田
さ
よ
子
編

「
教
育
改
革
」
は
改
革
か
土
居
健
郎
編

潜

入

宮

坂

聴

著

だ
か
ら
、
女
は
「
男
」
を
あ
て
に
し
な

い

田
嶋
陽
子
著

キ

ユ

ウ

ェ

イ

カ

ン

常

識

の

破

産

郎

、

氷

漢

著
ナ
カ
ボ
ウ
コ
ウ
ヘ
イ

道

理

に

生

き

る

中

坊

公

平

著

花
と
白
地
虫
、
不
思
議
な
だ
ま
し
あ
い
発

見

記

田

中

肇

著

ツ
ル
ツ
ル
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
世
代
の
病
理

学

吉

田

由
季
子
著

樹

皮

を

編

む

谷

川

栄

子

著

か
ん
た
ん
お
つ
ま
み
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

キ
ッ
チ
ン
で
つ
く
る
自
然
化
粧
品

オ

パ

タ

小
幡
有
樹
子
著

デ
ジ
タ
ル
放
送
で
何
が
起
こ
る
か

須
藤
春
夫
編

絶
対
う
ま
く
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
&
パ
ッ
ト

ワ
ッ
グ
ル
編
集
部
編

二
谷
友
里
恵
著

ア

ラ

イ

タ

カ

シ

荒

井

貌

他

著

樋
口
明
雄
著

楯司
馬
遼
太
郎
を
歩
く

墓
標
の
森

14 

離

婚

ま

で

藤

本

ひ

と

み

著

上
杉
三

郎

景

虎

近

衛

龍

春

著

ズ

シ

ケ

イ

閉
じ
た
る
男
の
抱
く
花
は
因
子
慧
著

ヒ

ョ

ウ

リ

ュ

ウ

ア

ケ

ノ

テ

ル

ハ

癌

流

明

野

照

葉

著

オ
オ
ク
ラ
夕
方
ヒ
ロ

三

人

目

の

幽

霊

大

倉

崇

裕
著

ア
ワ
サ
カ
ツ
マ
オ

比

翼

泡

坂

妻

夫

著

妖

怪

の

図

城

野

隆

著

宮
尾
本
平
家
物
語
一
宮
尾
登
美
子
著

軽
井
沢
|
鎌
倉
殺
人
回
路
斎
藤
栄
著

決

闘

閤

魔

ヶ

辻

高

橋

義

夫

著

シ
l
ズ

ザ

デ

イ

鈴

木

光

司

著

き
ょ
う
も
い
い
塩
梅
内
館
牧
子
著

母

の

男

言

葉

伊

集

院

静

著

け
っ
た
い
な
連
れ
合
い
高
橋
順
子
著

ザ
・
ス
タ
ン
ド
上
・
下

S
-キ
ン
グ
著

魔
の
淵

H
・
タ
ル
ポ
ッ
ト
著

背
い
ハ
-
フ

位
相
葉
月

青いパラ

最相葉月著

幻
の
パ
ラ
、
不
可
能
の
花
と
言
わ
れ

て
き
た
青
い
パ
ラ
。
数
百
年
も
の
問
、

人
類
を
魅
惑
し
続
け
て
き
た
「
幻
の
パ

ラ
」
が
、
遺
伝
子
組
換
え
に
よ
っ
て
実

現
間
近
だ
と
い
う
:
:
:
。
構
想

・
執
筆

に
3
年
、
「
絶
対
音
感
」
の
著
者
が
満

を
持
し
て
世
に
問
、
つ
書
き
下
ろ
し
。

九
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
歴
史
講
座

「
竹
之
窪
水
論
」

講
師

二
宮
文
風
先
生

日
時

9
月
お
日
同

9
時
加
分
1
1
時
却
分

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
・

9
月
日
日
・
お
日

-m日
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各
種
検
定
試
験

珠
算
検
定

試

験

日

受
付
期
間

簿
記
検
定

試

験

日

受
付
期
間

日
月
お
日
間

9
月

3
日
間
1
幻
日
幽

日
月
山
日
間

9
月
お
日

ω
-
m月
刊
m
白
川W

商
業
英
語

試

験

日

日
月
幻
自
幽

受

付

期

間

四

月

1
日
開
1
日
日
開

キ
ー
タ
ッ
チ
2
0
0
0

試

験

日

立

月

凶

日

樹

受
付
期
間
随
時
受
付

【問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
商
工
会
議
所

包
(匂

4
1
1
1

国
民
年
金
の
保
険
料
は

便
利
で
確
実
な
「
口
座
振
替
」
で

電
気
代
や
ガ
ス
代
と
同
様
に
、
国
民

年
金
の
保
険
料
も
あ
な
た
の
預
金
口
座

か
ら
振
替
納
付
で
き
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
。
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る

皆
さ
ん
に
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。

V
申
込
方
法
・
:
年
金
手
帳
、
預
金
通

水道業者の 忌
緊急漏水当番表 世

藤水道広

(有)

佐

9月1日出

帳
、
印
鑑
(
通
帳
に
使
用
し
て
い
る
も

の
)
を
ご
持
参
の
う
え
、
市
民
課
国
民

年
金
係
(
市
役
所

1
階
)
ま
た
は
市
指

定
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
簡
単
で
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
お
申
し
込
み
く
だ

台、ぃ
。

V
お
願
い
:・
口
座
預
金
残
高
が
不
足
し

て
い
る
と
振
替
で
き
ま
せ
ん
。
預
金
残

高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
他
の

市
町
村
へ
住
所
変
更
し
た
と
き
は
、
必

ず
申
し
込
ん
だ
金
融
機
関
に
口
座
振
替

解
約

・
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

ト

V【問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
課
国
民
年
金
係

合

@
2
1
1
1

(内
線

1
1
1
)

9
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

事
業
主
の
皆
さ
ん
!
障
害
者
の
方
を

一
人
で
も
多
く
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

障
害
者
の
雇
用
(
安
定
所
の
紹
介
)

に
あ
た
っ
て
は
、
各
種
助
成
金
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

障
害
者
雇
用
継
続
助
成
金
の
お
知
ら
せ

事
業
主
に
雇
用
さ
れ
た
後
に
労
働
災

害
、
交
通
事
故
等
に
よ
り
身
体
障
害
者

西国興産
ft25-2197 
田水道庖
ft26-0265 

央建設 骨量)
ft24-3556 

淳山水道工事庖
ft24-2583 

{予

神田鉄工所
合 24-4122
予屋住設
置~24-2541

。紛

(有)

西

中

9月2日(日)

9月8日出

9月9日(日)

戸電業社
ft25-2944 

福水道工 事 庖
合 24-3656

t成9月15日出

と
な

っ
た
労
働
者

(
い
わ
ゆ
る
中
途
障

害
者
)
を
継
続
し
て
雇
用
す
る
た
め
に

必
要
な
施
設
の
設
置
、
職
場
復
帰
を
促

進
す
る
た
め
に
職
業
適
応
措
置
等
を
実

施
し
た
事
業
主
に
対
し
て
費
用
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。

①
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設
置
助
成
金

第

l
種
施
設
や
整
備
の
設
置
等
に

要
す
る
費
用
の

2
/
3

6.'ページ』
1m 

最新の行政情報を取得し、電子メールでの相

談もできます。さらには、電子掲示板を使つて

の情報交流もできます。

皆さんのアクセスをお待ちしてます!

アドレス http://www.city.ozu.ehime.jp 

8月27日(月)所

9
所
。

可

I

n

u

-
-
F
D
n
d
 

コ
4
工
0

鉄

一

一

4
鉄

5

居

2

2

土
怨
塚
包

岡

許制9月16日(日)

大

備)南予 水道住設
置ま 25-1350 
商設備
ft25-4684 

情)星加水道設備
まま 26-0020 
保鉄工所

合 26-0537

神

9月22日仕)

9月23日(日)

限
度
額
は
中
途
障
害
者

1
人
に
つ
き

4
5
0
万
円

第
2
種
施
設
や
整
備
の
賃
借
に
要

す
る
費
用
の

2
/
3

限
度
額
は
中
途
障
害
者

1
人
に
つ
き

月
額
日
万
円

3
年
間

②
重
度
中
途
障
害
者
職
場
適
応
助
成
金

(
短
時
間
労
働
者
の
重
度
身
体
障
害

者
及
び
必
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
を

含
む
)

中
途
障
害
者

l
人
に
つ
き
月
額

3
万

円
(
短
時
間
労
働
者
2
万
円
)
3年
間

ま
た
、
障
害
者
を
新
規
に
一
履
い
入

れ
、
ま
た
は
継
続
し
て
雇
用
す
る
場
合

に
も
各
種
の
助
成
金
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ハ
ロ

l
ワ
1
ク
大
洲

(
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
)

合
@

3
1

9
1
、
ま
た
は
鮒
愛
媛
県
障
害
者
雇
用

促
進
協
会

8
0
8
9
・
9
3
1
・
7
1

3
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

再
就
職
希
望
登
録
者
を
募
集

「
育
児
や
介
護
か
ら
手
が
離
れ
た
ら
も

う

一
度
働
き
た
い
」

側
幻
世
紀
職
業
財
団
は
、
そ
ん
な
あ

な
た
の
再
就
職
の
準
備
を
、
長
期
的
に

森 設備
公 25-4023

佐々木鉄工
まま 26-0875 

三原設備
ft24-3783 
浦建設 側
ft25-5335 

丸電工業
ft24-5351 

(有)菊地浄化槽センター
会 24-0013

久

徳

(有)

(有)

(有)

松

9月24日(月)

9月29日出

9月30日(日)

バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

(
妊

娠
・
出
産

・
育
児
・
介
護
等
の
た
め
に

退
職
し
、
将
来
的
に
再
就
職
を
希
望
す

る
人
が
対
象
で
す
。)

登
録
手
続
き
は
簡
単
・
無
料
で
す
。

〈支
援
内
容
》

①
再
就
職
に
役
立
つ
情
報
誌
「

R
e
-

B

E

(
リ
・
ビ

l
)」
送
付

②
再
就
職
準
備
の
た
め
の
個
別
相
談

①
財
団
指
定
の
教
育
訓
練
の
受
講
料
割

引
券

(
2
割
引
)
を
発
行

④

「
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加

【問
い
合
わ
せ
先
】

側
幻
世
紀
職
業
財
団
愛
媛
事
務
所

8
0
8
9
・
9
2
1
・
5
6
6
0

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
大
洲
商
工
会
議
所
青
年
部
お
周
年
記

念
事
業
小
学
生
の
絵
画
展
「
こ
の

町
が
好
き
だ
よ
!
私
の
大
洲
」

9
月

6
日
同

1
9月
凶
日
間

V
大
洲
市
職
員
文
化
展

9
月
国
目
別
1
9
月
M
日
開

V
「
木
古
里
」
古
布
・
ア
ン
テ
ィ

l
ク
・

輸
入
雑
貨
展

9
月
初
日
制

1
9
月
初
日
間

展

示

時

間

叩

時

1
げ
時

※
最
終
日
は
時
時
ま
で

年
末
ま
で
休
ま
す
開
館
!

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公
@
1
2
8
1

噌
・
固
自
国
自
E
E
E
E
E

一

大
洲
市
の
ホ

1
ム
ペ

1
ジ
は
、
こ
れ

い

ま
で
観
光
情
報
を
中
心
に
紹
介
し
て
き

U

ま
し
た
が
、
つ
い
に
公
式
サ
イ
ト
が
で

ι

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
夜
間
、
休

.

日
な
ど
で
も
パ
ソ
コ
ン
ひ
と
つ
で
簡
単

圃

に
暮
ら
し
に
関
す
る
お
役
立
ち
情
報
を

園

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
広
報

圃

お
お
ず
と
も
ど
も
よ
ろ
し
く
!

(
や
)

15 



9月号 |2001 |広報おおず

内
相 談 内 容 日 時 な ど 場 戸月 1J. ど 聞い合わせ先

父通事故相談 9 月 1 0日(月 )/1 0時~15時 市役所3階会議室 総務財政課父通安全係
(愛媛県) 9 月 26日(水)/10時~15時 市役所3階会議室 合 24-2111 内線323

人 権 本目 談 9 月 14日 (金)/1 0時~12時 ニ善公民館
急ぐときは法務局 ft24-4155 

(法務省) 9 月 20日 (木)/10時~ 1 5時 市役所 3階会議室

人権擁護委員(C::よる 毎週月水-金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 ft24-4155 

無 料 キ目 談 戸斤 9 時~16時 (休日を除く) 人権相談室

fラ 政 キ目 談 9 月 1 9日(水)/ 9 時~1 2時 市役所3階会議室
急ぐときは まま24-5072(山本)

(総務庁) ft24-4294 (辻)

市民法律相談 9 月 22日 (士)/10時~16時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

宮 24-2111 内線328

社会保険相談
9 月 5 日 (水)/10時~15時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

9 月 19日(水)/10時~ 1 5時30分 ft089-925-5105 

不動産無料 相 談 9 月 15日(土)/ 9 時~16時 宅建協会大洲支部 同上田喜六不動産 まま24-4452

定期税務相談 9 月 14日(金)/10時~15時 大洲商工会議所 大洲税務署 ft24-3115 

l一般相談 毎週月水-金曜日 社会福祉協議会相談室
心百己ごと l 法律相談 毎週火曜日

(総合福祉センター1階) 社会福祉協議会 まま23-0313
キ目 談 l介護相談 毎週木曜日

(直通)fi23-5629 
l電話相談 10時~12時、 13時~16時

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 合 24-2111 内線177

同和問題(C::関する
毎日の執務時間中

大;1¥卜|隣保館 告 24-6100
何 で も キ目 談 大洲福祉会館 会 25-0947

青少年相談 電 話 毎日の執務時間中 青少年センター 宮 24-7830

ふれ愛スクーJレ相談電話 毎日の執務時間中 国Jj_大洲青年の家 ft24-1414 

案と圃--.‘

ιー
談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

息
切
る
電
盤
面
骨
翁
見

第

9
回

た
い
ら
の
夏
祭
り
(
平

市
の
人
口
の

1
割
以
上
の
人
が
暮
ら
す
こ
の
地
区
に
は
、
徳

森
公
園
と
い
う
す
ば
ら
し
い
施
設
が
あ
り
、
人
々
の
憩
い
の
広

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
区
で
も
、
こ
の
公
園
で
球
技
大
会
や

運
動
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
受
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

発
展
著
し
い
平
地
区
で
す
が、

地
域
に
伝
わ
る
文
化
も
大
切

に
さ
れ
て
い
て
、
十
夜
ケ
橋
御
大
師
祭
の
盆
踊
リ
は
毎
年
8
月

に
開
催
さ
れ
る
「
た
い
ら
の
夏
祭
リ
」
と
し
て
受
け
継
が
れ
、

今
年
も
会
場
と
な
っ
た
徳
森
公
園
に
は
各
種
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

パ
ザ
!
の
テ
ン
ト
が
ず
ら
り
と
並
び
、
子
ど
も
に
も
お
年
寄
り

に
も
楽
し
い
夏
の
思
い
出
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

に
ぎ

東
大
洲
拠
点
地
区
や
高
速
道
路
開
通
で
賑
わ
い
を
み
せ
る
平

地
区
。
こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な
る
発
展
が
楽
し
み
で
す
。...来年も、皆さんぜひお越しください|

今
回
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
平
公
民
館
の
中
野
さ
ん
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大洲市内の交通事故

7月末現在 昨年同期

件 数 152 170 

負傷者 5 228 

死者 186 l 

市民の動き

平成13年7月31日現在

39，223人(-19) 出生 41人(-3) 

18，686人(-18) 死亡 31人(+1) 

20，537人(ー 1) 

14，571世帯(+ 3) 

口

数男
女

帯

人

世

今月の納税は

国民健康保険税2期

16 

( )内は対前月比納期は10月 1日です
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